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熱
中
症
を
引
き
起
こ
す
条
件

　

熱
中
症
は
「
環
境
」「
体
」「
行
動
」

の
3
つ
の
要
素
が
重
な
る
と
起
き
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
環
境
】
気
温
や
湿
度
が
高
い
、
風
が

弱
い
、
締
め
切
っ
た
屋
内
や
エ
ア
コ
ン

の
な
い
部
屋
な
ど

【
体
】
寝
不
足
や
風
邪
な
ど
の
体
調
不

良
、
下
痢
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
に

よ
る
脱
水
状
態
、栄
養
不
足
、年
齢
（
高

齢
者
や
子
ど
も
）
な
ど

【
行
動
】
激
し
い
運
動
、
長
時
間
の
外

で
の
活
動
、
水
分
補
給
が
で
き
て
い
な

い
状
況
な
ど

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

熱
中
症

　

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
予
防
で
マ
ス
ク
着
用
、
外
出
自

粛
の
日
々
が
続
き
、
熱
中
症
の
リ
ス
ク

も
高
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
外
出
自
粛
を
し
て
い
た

こ
と
か
ら
、
汗
を
か
い
て
い
な
い
、
外

で
の
活
動
を
し
て
い
な
い
と
い
っ
た
傾

向
に
あ
り
、
体
が
暑
さ
に
慣
れ
て
い
な

い
た
め
、
急
な
外
出
を
行
う
こ
と
で
熱

中
症
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

マ
ス
ク
着
用
に
よ
っ
て
体
に
熱
が
こ

も
り
や
す
く
な
っ
た
り
、
喉
の
渇
き
が

感
じ
づ
ら
く
な
り
、
知
ら
な
い
う
ち
に

脱
水
が
進
み
熱
中
症
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予

熱
中
症
と
は

　
「
暑
い
環
境
で
生
じ
る
健
康
障
害
の

総
称
」
で
す
。

　

通
常
は
、
体
温
が
高
く
な
る
と
熱
を

外
に
逃
す
た
め
に
汗
を
か
い
て
、
体
温

調
節
の
機
能
が
自
動
的
に
働
き
、
平
熱

に
戻
し
て
く
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
熱

を
逃
す
機
能
が
正
常
に
働
い
て
い
な

か
っ
た
り
、
外
の
気
温
が
高
く
な
っ
た

り
す
る
と
、
体
に
溜
ま
っ
た
熱
を
外
に

逃
が
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
体
に
熱
が

溜
ま
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
体
温
が
上
昇

し
、
熱
中
症
に
な
り
ま
す
。

暑さが気になる季節になりました。新型コロナウイルス感染症の予防が続く
中で、もう１つ気を付けなければならないのが“熱中症”です。日頃から注意し
てほしいポイントをお伝えします。

　暑い環境で活動をする前に、自身のコンディショ
ンをチェックしてみましょう。1つでも当てはまる
場合は、十分に注意しましょう。

「具体的な治療の必要性」の観点から、Ⅰ度、Ⅱ度、
Ⅲ度の分類に分けられます。

熱中症の症状

●�体力に見合った強度の作業や運動であるか
●�暑い環境に体が慣れてきたか（活動して3日以

上経っているか）
●�熱中症の既往歴はないか
●�肥満ではないか
●�高血圧などの疾患と薬の服用がないか
●�寝不足ではないか
●�過度のアルコール摂取、または二日酔いでは

ないか
●�朝食は食べたか
●�風邪や体調不良ではないか
●�脱水状態ではないか

●
水
分
補
給

・�

こ
ま
め
に
水
分
補
給
、
の
ど
が
渇
く

前
に
水
分
補
給

・
1
日
あ
た
り
１
・
２
㍑
の
水
分
補
給

・
起
床
時
、
入
浴
前
後
の
水
分
補
給

・�

大
量
に
汗
を
か
い
た
時
は
塩
分
も
忘

れ
ず
に

防
は
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
熱
中
症

予
防
に
つ
い
て
も
、
い
つ
も
以
上
に
意

識
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

熱
中
症
の
予
防
に
つ
い
て

●
室
内
で
の
工
夫

・
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温
度
を
調
節

・�

遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、
打
ち
水

を
利
用

・
室
温
、
湿
度
を
こ
ま
め
に
確
認

●
屋
外
で
の
工
夫

・
日
傘
や
帽
子
の
活
用

・
日
陰
の
利
用
、
こ
ま
め
な
休
憩

・�

炎
天
下
で
は
放
射
熱
を
吸
収
す
る
黒

色
系
の
素
材
を
避
け
る

・�

天
気
の
良
い
日
は
日
中
の
外
出
を
で

き
る
だ
け
控
え
る

Ⅰ度 現場での応急処置で
対応できる軽症

めまい・失神（立ちくらみの状態）、筋肉
痛・筋肉の硬直（筋肉のこむら返り） 

Ⅱ度 病院への搬送を必要
とする中等症

頭痛・吐き気・嘔吐・倦怠感・虚脱感（体が
ぐったりする、力が入らない）

Ⅲ度 入院して集中治療の
必要性のある重症

Ⅱ度の症状に加え、意識障害・けいれん・
手足の運動障害（呼びかけや刺激への
反応がおかしい）、高体温、肝機能異常、
腎機能障害、血液凝固障害
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